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むことが可能な Lasso 回帰の有用性を明らかにしている．同時に，Fused Lasso モデルの適用から，
発生量の変化をビジュアル化する新規性の高いアイデアも提案している．6 章では，5 章の Lasso
回帰の結果から，数が絞られた説明変数を用いて，空間相関を考慮したモデリングに挑戦している．
結果から，明らかな空間相関を有するメッシュデータについて，予測力の向上が確認された．具体
的には，2030 年の首都圏の人口予測値を用いたトラック発生量の変化が吟味されている．一般に物
流施設の立地には雇用の確保から，周辺の人口の多寡が大きく影響することが知られており，この
予測結果は政策分析にとっても有益であることが分かっている． 
 様々なモデル方法論から構成された論文であるが，一貫したテーマは，説明力が最大となるモデ
ルが必ずしも良いモデルではなく，過学習を避けた新たな方法論や，今まで省みることのなかった
相関関係を考慮することで，実務的にも有益なモデリングが可能であることを立証することである．
故に，本論文は，学術的な新規性はもちろんのこと，実務にとっても有益であり，実用性の高い工
学の発展に十分寄与し得ると判断できる． 
